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	今回の解析では、図-4に示すような傾斜地盤上の盛土を想定した。これは、本研究で別途実施中の室内盛土実験をモデル化したものである。
	盛土材料は山砂で飽和透水係数は1.0×10-5m/sとする。地山の高さ5m～10mの間に湧水があると仮定する。水平排水パイプは増設時の施工性も考慮して、下方の小段より50㎝高いところから5%の勾配で地山まで入っていることとする。
	図-4　解析モデルの概要
	解析領域は、排水パイプ1本の分担範囲（=水平排水パイプの設置間隔）とする。境界条件として、湧水を考慮する範囲を圧力水頭が10mの定水位境界とする。水平排水パイプについては、パイプに沿って水は完全に排水されると仮定し、パイプの位置にあたる節点での圧力水頭をゼロとする浸出点境界を与える。また、のり尻にも浸出があるので最下段のり面も浸出点境界とする。
	図-4に示すモデルに対して、水平排水パイプの設置間隔を1m～10mまで1mずつ、そして、設置しない場合の解析を行う。各ケースの定常時浸潤線を図-5に示す。なお、図に示している浸潤線は盛土の奥行き方向の中央断面（排水パイプの間で水位の最も高い断面）での浸潤線である。
	図-5より、水平排水パイプの設置間隔が小さくなるにつれ、浸潤線が低下していることがわかる。水位低下が最も大きいのはのり尻より約22m（図-5横軸15m地点）の箇所で、排水パイプの間隔が1mの場合は、パイプのない場合より水位が2.72m低下しており、排水パイプが盛土中水の排水対策に効果的であると考えられる。
	図-5　定常時浸潤線

